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研究成果の概要（和文）：団地住民に平常時も災害時も健康的な生活を送るための知識や技術の提供と共に、住
民主体で行う集う場の開催・運営を支援するという２つを合わせた介入を通して、団地住民のレジリエンス向上
とソーシャルキャピタルの醸成を目指すプログラムモデルを作成した。その結果、低所得の高齢者のコミュニテ
ィーのレジリエンスを高めるには、ソーシャルキャピタルを高める地域のイベントの計画や、防災訓練など積み
重ねコーピング能力を高める介入の必要と考得られたが、新型コロナウイルス感染拡大により調査団地の自治会
機能が低下し介入することが不可能に終わった。

研究成果の概要（英文）：Through a combined intervention of providing residents with knowledge and 
skills to lead healthy lives both in normal times and in times of disaster, and supporting the 
organisation and management of resident-led gathering places, the programme model aims to improve 
the resilience and foster social capital of the residents of the housing estate, which will lead to 
an improvement in the community resilience of the housing estate. As a result, it was considered 
necessary to plan local events to increase social capital and to conduct disaster drills and other 
interventions to increase the coping capacity of the low-income elderly in order to improve 
community resilience, but the spread of the new coronavirus made it impossible to intervene due to 
the decline of the community association function in the study housing estate. However, it was 
impossible to intervene due to the decline in the functions of the residents' associations in the 
study area due to the spread of the new coronavirus.

研究分野：精神看護

キーワード： ソーシャルキャピタル　レジリエンス　コーピング　高齢家族　コミュニティー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢化が進む団地の住民に基本情報として年齢、性別、家族同居の有無、レジリエンス・ソーシャルキャピタル
尺度・ストレス対処能力を調査した。獲得的レジリエンスを従属変数としてソーシャルキャピタル・ストレス対
処能力・年齢・性別・家族同居の有無などを独立変数として共分散構造分析した結果、獲得的レジリエンスを高
める要因は、基本属性としては、仕事を持っていることが強く影響し、ソーシャルキャピタルのすべての因子、
ストレス対処能力は情報収集と計画性と肯定的解釈が影響しているモデルが構築された（CFI:0.989 RMSEA:0.
033 AIC:138.806）。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

我が国が少子超高齢化であることは自明のことであり、これからは「すべての国民が共に支え合い、

健やかで心豊かに生活できる活力ある社会の実現」をめざし、健康日本21で健康寿命の延伸と健

康格差の縮小が謳われている。そのためには、生活の質の向上と社会環境の質の向上が必要で

あり、疾患や介護の予防、社会参加の機会の増加、健康資源へのアクセスの改善と公平性の確保

によって実現していく方針が示されている（厚生労働省）。社会参加の機会の増加に関しては、ソ

ーシャルキャピタルと正の相関関係であると言われており、共に支え合い、健やかで心豊かな生活

を国民が送るためには、ソーシャルキャピタルの醸成が不可欠である。ソーシャルキャピタルの豊

かな社会は、様々な困難に粘り強くしなやかに対応できる。この粘り強くしなやかに対応する力をレ

ジリエンスと呼んでおり、近年注目されている概念である。少子高齢化であり、災害も多発する我が

国が、持続可能で、すべての国民が共に支え合い健康的な生活を送れる社会を作っていくには、

個々のレジリエンス向上とコミュニティーレジリエンス向上が不可欠であると考えるが、個々に対す

る、あるいはコミュニティーに対する取組は行われた例があるが、個々とコミュニティーの両方、平

常時と災害時の両方を視野に入れたレジリエンス向上の取り組みは行われてきていない。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、団地住民に平常時も災害時も健康的な生活を送るための知識や技術の提供

と共に、住民主体で行う集う場の開催・運営を支援するという２つを合わせた介入を通して、団地住

民のレジリエンス向上とソーシャルキャピタルの醸成、それらが団地コミュニティーレジリエンス向上

に繋がることを目指すプログラムモデルを作成することである。 

 
３．研究の方法 

１）団地住民のソーシャルキャピタルとコミュニティーレジリエンスとの関連を実態調査した。 

団地の棟長に、研究協力、研究成果の公表などについて説明し、アンケート配布協力者とした。

アンケート配布協力者に各棟全戸に研究協力依頼状とアンケート用紙を配布した。アンケート用

紙は無記名とし、基本情報として年齢、性別、家族同居の有無、レジリエンスとして二次元レジリ

エンス要因尺度、ソーシャルキャピタルとして地域への愛着尺度、ストレス対処能力として TAC-

24 で構成されている。研究協力に同意する住民は、アンケートに回答し、匿名性を確保するため

に厳封した状態でアンケート配布協力者宅のポストに投函し回収した。 

 

２）アンケート調査結果を参考に自治会役員や会員に対するフォーカスグループインタビューを実

施し。それらの結果を参考に健康談話や防災に関することが話あえる集いの場築き、安定開催で

きるよう参加住民とその時々のニーズに合った企画を開催する予定であった。 
 
 
４．研究成果 
 

１）-①高齢家族が住むコミュニティーでのレジリエンス能力の獲得に影響する要因 

 

目的 

日本の高齢化は社会問題になっている。60 年前から建築ラッシュになった低所得者向けの団

地も同じ問題になっている。強靭なコミュニティーを作るために必要な要素を明らかにし、地域



医療関係者がアプローチするポイントを探った。 

方法 

団地自治会の役員に協力してもらい各棟全戸にアンケートを配布した。アンケート用紙は無記

名とし、基本情報として年齢、性別、家族同居の有無、レジリエンスとして二次元レジリエンス要因

尺度、ソーシャルキャピタル尺度、ストレス対処能力で構成されている。研究協力に同意する住民

は、アンケートに回答し、封筒に入れた状態で回収した。 

結果 

団地住民 136 名から回収できた。 

獲得的レジリエンスを従属変数としてソーシャルキャピタル・ストレス対処能力・年齢・性別・家族同

居の有無などを独立変数として共分散構造分析した。 

獲得的レジリエンスを高める要因は、基本属性としては、仕事を持っていることが強く影響し、

ソーシャルキャピタルのすべての因子、ストレス対処能力は情報収集と計画性と肯定的解釈が

影響しているモデルが構築された（CFI:0.989 RMSEA:0.033 AIC:138.806）。 

考察 

低所得の高齢者のコミュニティーのレジリエンスを高めるには、ソーシャルキャピタルを高める

地域のイベントの計画や、防災訓練など積み重ねコーピング能力を高める介入の必要と考え

る。地域医療従事者は高齢者の身体能力に合わせた避難の練習や参加できるイベント企画

などが必要と考える。 
 

１）-②団地住民のソーシャルキャピタルがレジリエンスに影響する要因 

社会参加の機会の増加に関しては、ソーシャルキャピタルと正の相関関係であると言われて

おり、共に支え合い、健やかで心豊かな生活を国民が送るためには、ソーシャルキャピタルの

醸成が不可欠である。また日本は、災害の発生が多く、災害を機に個人の健康を損ねたり、コ

ミュニティーの崩壊が起きている。ソーシャルキャピタルの豊かな社会は、様々な困難に粘り強

くしなやかに対応できる。この粘り強くしなやかに対応する力をレジリエンスと呼んでおり、近年

注目されている概念である。住民個々のソーシャルキャピタルやストレス対処能力がレジリエン

スにどのように影響しているのか明らかにされていない。 

そこで個々の団地住民のレジリエンス向上プログラムとソーシャルキャピタル醸成のプログラ

ムを組み合わせて、団地コミュニティーレジリエンス向上のプログラムモデル開発を検討してい

る。本研究は、団地住民のソーシャルキャピタルとストレス対処能力が個人のレジリエンスにど

のように関連しているのか分析する予備的研究である。研究対象者は団地の住民 1200 人（780

世帯） 

方法 

団地自治会の役員に協力してもらい各棟全戸にアンケートを配布した。アンケート用紙は無記

名とし、基本情報として年齢、性別、家族同居の有無、レジリエンスとして二次元レジリエンス要因

尺度、ソーシャルキャピタル尺度、ストレス対処能力で構成されている。研究協力に同意する住民

は、アンケートに回答し、封筒に入れた状態で回収した。 

結果 

レジリエンスを従属変数としてソーシャルキャピタル・ストレス対処能力・年齢・性別・家族同居の有

無などを独立変数として分析した。 
 
 

同居者 



 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 

有効 1人暮らし 52 38.2 39.1 39.1 

夫婦2人暮らし 46 33.8 34.6 73.7 

親子 35 25.7 26.3 100.0 

合計 133 97.8 100.0  
欠損値 システム欠損値 3 2.2   
合計 136 100.0   
 
 

現在の職業 

 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 

有効 有り 49 36.0 36.8 36.8 

無し 84 61.8 63.2 100.0 

合計 133 97.8 100.0  
欠損値 システム欠損値 3 2.2   
合計 136 100.0   
 

1週間30分以上の外出が週 

 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 

有効 .00 1 .7 .7 .7 

.50 1 .7 .7 1.5 

1.00 12 8.8 9.0 10.4 

2.00 7 5.1 5.2 15.7 

3.00 20 14.7 14.9 30.6 

4.00 22 16.2 16.4 47.0 

5.00 21 15.4 15.7 62.7 

6.00 15 11.0 11.2 73.9 

7.00 31 22.8 23.1 97.0 

8.00 2 1.5 1.5 98.5 

14.00 1 .7 .7 99.3 

27.00 1 .7 .7 100.0 

合計 134 98.5 100.0  
欠損値 システム欠損値 2 1.5   
合計 136 100.0   
 

係数a 

モデル 

非標準化係数 標準化係数 

t 値 有意確率 B 標準誤差 ベータ 

1 (定数) 11.145 1.706  6.534 ＜.001 

カタルシス .020 .181 .009 .113 .910 

放棄・諦め -.097 .212 -.040 -.459 .647 



情報収集 .081 .131 .048 .618 .538 

気晴らし .107 .148 .055 .721 .472 

回避的思考 -.199 .207 -.091 -.958 .340 

肯定的解釈 .399 .215 .183 1.857 .066 

計画立案 .733 .184 .363 3.979 ＜.001 

責任転嫁 -.101 .245 -.036 -.413 .680 

かけがえのない地域 -.027 .102 -.031 -.268 .789 

通じ合う安心感 .490 .159 .363 3.083 .003 

住みやすい地域 .285 .269 .096 1.059 .292 

a. 従属変数 獲得的レジリエンス要因 

 

stepwise 
係数a 

モデル 

非標準化係数 標準化係数 

t 値 有意確率 B 標準誤差 ベータ 

1 (定数) 13.773 2.503  5.503 ＜.001 

カタルシス -.144 .266 -.046 -.543 .588 

放棄・諦め -.179 .310 -.052 -.577 .565 

情報収集 .128 .193 .053 .665 .507 

気晴らし .250 .218 .090 1.146 .254 

回避的思考 .210 .304 .067 .690 .491 

肯定的解釈 .635 .315 .203 2.015 .046 

計画立案 .614 .270 .212 2.270 .025 

責任転嫁 -.519 .359 -.130 -1.445 .151 

かけがえのない地域 .093 .150 .073 .619 .537 

通じ合う安心感 .487 .233 .251 2.088 .039 

住みやすい地域 .509 .395 .119 1.288 .200 

a. 従属変数 資質的レジリエンス要因 

 
考察 

一般的にレジリエンス能力が高い人はコーピング能力の高いと言われているが、今回コーピング能

力の中でも、物事をポジティブに考え段取り力だけが影響していた。またコミュニケーションのとれ

た関係も大切な為、災害に強い地域作りのために、様々な災害を想定した住民同士の訓練を充実

する必要が明らかとなった。 

 

２）アンケート調査結果を参考に自治会役員や会員に対するフォーカスグループインタビューを実

施し。それらの結果を参考に健康談話や防災に関することが話あえる集いの場築き、安定開催で

きるよう参加住民とその時々のニーズに合った企画を開催する予定であったが、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響により、自治会活動が３年間停止し、その影響で調査団地の自治会の機能が低

下した。調査介入期間を１年間延長したが、自治会機能の回復はせず活動調査介入協力を得るこ

とができなくなった。 
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